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・機業振興及び経営安定
・産地ブランドのＰＲ強化
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去
る

１０
月

１８
日
、
日
本
三
景
天
橋
立
に
お
い
て
「
２
０
１
５

丹
後
き
も
の
ま
つ
り
ｉ
ｎ
天
橋
立
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
元
宮
津
市
と
（
公
社
）
天
橋
立
観
光
協
会
、
宮
津
商
工
会

議
所
、
当
組
合
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
和
装
振
興

と
観
光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
本
年
で

１６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
豪
華
賞
品
満
載
の
「
大
抽
選
会
」
を
は
じ
め
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
は
公
募
モ
デ
ル
６
名
が
２
０
１
６
丹
後
ち
り
め
ん
カ
レ

ン
ダ
ー
き
も
の
を
着
て
花お

い
ら
ん魁
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
き
も
の
シ
ョ
ー
」

に
登
場
、ま
た
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ア
レ
ッ

グ
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
雅
楽
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
他
、

「
野
点
」、「
人
力
車
」、「
き
も
の
ｄ
ｅ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
似

顔
絵
」
な
ど
多
彩
な
催
し
に
、
約
１
，
１
０
０
名
の
き
も
の
姿

の
参
加
者
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
お
声

○
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
き
も
の
や
帯
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
１
日
で
し

た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  〈
５０
代
女
性
ほ
か
多
数
〉

○
大
変
良
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
来
年
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。〈
７０
代
女
性
ほ
か
多
数
〉

○
き
も
の
で
の
参
加
者
が
多
く
、
統
一
感
を
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
人
力
車
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

も
良
か
っ
た
で
す
。〈
１０
代
女
性
ほ
か
多
数
〉

ス
タ
ッ
フ
よ
り

○
多
く
の
参
加
者
で
１
日
賑
わ
い
、
例
年
よ
り

も
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
、
今
後
も
よ
り
多

く
の
方
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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網
野
機
業
組
合
研
修

島
津
機
業
組
合
視
察
報
告

◆
◆
◆
◆
◆

　
網
野
機
業
組
合
で
は
、９
月

１３
日
、１４
日
の
２
日
間
、

１７
名
で
滋
賀
県
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
琵
琶
湖
大
橋
を
渡
り
佐
川
美
術
館
へ
。
平

山
郁
夫
画
伯
の
雄
大
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
絵
に
感
動
。

力
強
さ
と
生
命
力
を
感
じ
、
た
め
息
の
連
続
で
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
研
修
の
目
的
地
で
あ
る
近
江
上
布
伝
統
産
業

会
館
へ
。
滋
賀
県
麻
織
物
工
業
協
同
組
合
の
田
中
様

よ
り
近
江
の
麻
織
物
の
歴
史
、
技
術
に
つ
い
て
丁
寧

に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
よ
り
続
く
近
江
の
麻
織
物
は
、
鈴
鹿
山

脈
か
ら
の
湧
水
が
豊
富
で
、
加
工
、
仕
上
に
最
適
な

場
所
で
あ
り
、
全
国
で
も
数
少
な
い
産
地
で
あ
る
そ

う
で
す
。

　
技
術
の
伝
承
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
組
合
の
皆
さ
ん

に
感
銘
を
受
け
、
丹
後
も
頑
張
ら
ね
ば
と
感
じ
た
我
々

で
し
た
。

　
２
日
目
は
長
浜
城
や
黒
壁
ス
ク
エ
ア
を
散
策
し
、

滋
賀
県
の
「
和
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

（
文

：
網
野
機
業
組
合
　
組
合
長
　
吉
岡
和
弘
）

　
１０
月

２５
日
、
ち
り
め
ん
街

道
に
あ
る
養
蚕
、
生
糸
、
織

物
の
守
護
で
あ
る
金
色
蚕
糸
神
を
祀
る
実
相
寺
に
お

い
て
金
色
蚕
糸
神
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
地
元
行
政
や

商
工
会
、
機
業
関
係
者
、
当
組
合
の
渡
邉
正
義
理

事
長
等
が
参
列
し
丹
後
産
地
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　
１０
月

２６
日
、
京
丹
後
市
峰

山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧

組
合
本
部
）
前
の
ち
り
め
ん
苑
「
始
祖
顕
彰
碑
」
前

に
お
い
て
、
組
合
主
催
の
「
始
祖
祭
」
を
挙
行
し
、

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
山
内
一
局
長
、
京
都
府
織

物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ
ー
高
田
慶
一
郎
所
長
を

は
じ
め
、
組
合
役
員
、
職
員
ら
が
参
列
す
る
な
か
、

神
事
を
執
り
行
い
、
現
下
の
厳
し
い
状
況
か
ら
脱
却

す
る
べ
く
組
合
員
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

　
１０
月

３１
日
、
与
謝
野
町
三

河
内
の
織
物
始
祖
顕
彰
碑
横

の
梅
谷
会
館
に
お
い
て
「
織
物
始
祖
祭
」（
与
謝
野

町
商
工
会
主
催
）
が
挙
行
さ
れ
、
織
物
業
界
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
方
々
が
参
列
す
る
な
か
、
同
町
出
身

の
手
米
屋
小
右
衛
門
、
山
本
屋
佐
兵
衛
、
木
綿
屋
六

右
衛
門
ら
３
翁
の
遺
徳
を
偲
び
、
丹
後
機
業
の
発
展

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　
１１
月
４
日
、
森
田
治
良
兵

衛
翁
の
菩
提
寺
で
あ
る
京
丹

後
市
峰
山
町
の
常
立
寺
に
て
「
森
田
翁
慰
霊
祭
」（
森

田
翁
顕
彰
会
主
催
）
が
挙
行
さ
れ
、
業
界
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
方
々
、
組
合
か
ら
は
松
村
新
生
副
理
事

長
が
参
列
し
ま
し
た
。
森
田
翁
慰
霊
祭
は
、
毎
年
、

森
田
翁
の
命
日
で
あ
る

１１
月
３
日
前
後
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
翁
の
功
績
を
た
た
え
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も

に
丹
後
産
地
の
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

金
色
蚕
糸
神
祭

森
田
翁
慰
霊
祭

織
物
始
祖
祭

始
　
祖
　
祭

　１０月から１１月にかけて、享保の昔「ちり
めん織り」の技法を丹後に伝え、現在の丹
後産地の礎を築いた森田治良兵衛、手米屋
小右衛門、山本屋佐兵衛、木綿屋六右衛門
ら始祖達の遺徳を偲び丹後機業の発展を祈
念する行事が各地で行われました。

　
島
津
機
業
組
合
で
は

１０
月

１８
日
（
日
）、
総
勢

１５
名

で
京
都
市
内
を
視
察
し
ま
し
た
。
京
都
国
立
博
物
館

で
は
琳
派
４
０
０
年
特
別
記
念
展
示
を
見
学
。
丹
後

ち
り
め
ん
の
意
匠
に
強
く
影
響
を
与
え
て
き
た
琳
派

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
代
表
的
な
作
家
の
作
品
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
京
都
絞
り
工
芸
館
で
は
、
絞
り
の
技
術
を
活

か
し
た
様
々
な
商
品
開
発
や
海
外
へ
情
報
発
信
す
る

こ
と
で
、
絞
り
の
伝
統
技
術
を
守
り
継
承
し
て
い
く

取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

（
文

：

島
津
機
業
組
合
　
一
組
合
員
）　
　
　

各地で始祖達の遺徳を
偲ぶ行事が挙行

各
機
業
組
合
の新

着
情
報

織物始祖祭

森田翁慰霊祭

金色蚕糸神祭

始祖祭

各地で始祖達の遺徳を
偲ぶ行事が挙行

ＪＦＷ  ＪＡＰＡＮ  ＣＲＥＡＴＩＯＮ  ２０１６  Ａ／Ｗ 
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丹後織物展覧会「Tango Twist－糸と織のリズム」開催

Ｔａｎｇｏ  Ｆａｂｒｉｃ  Ｍａｒｃｈｅ 開催！

2016年丹後ちりめんカレンダー＆
　　　　年賀はがき好評販売中！！
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　10月14日〜11月９日に亘り、東京・松屋銀座７階のデザインギャラリー1953にお
いて丹後織物展覧会「Ｔango Twist－糸と織のリズム」を開催しました。
　この事業は、新しい丹後産地のデザイン・商品開発を進め国内外にＰＲを行うため、
またこの事業を通じて産地の意識改革や人材育成、今後のファッション業界を担う若
手デザイナーやバイヤー等と織物事業者の交流を深めるきっかけを作り、今後の取引

や販売ルート獲得につなげるため、日本デザイン
コミッティーの協力を得て実施しました。
　10月14日にはデザインサロントークとレセプションが行われ、デザインサロントー
クではテキスタイルデザイナーの須藤玲子氏、田茂井勇人氏（田勇機業株式会社　代
表取締役）、安田章二氏（安田織物株式会社　代表取締役）により、丹後のものづく
りについて熱いトークが繰り広げられました。
　会期中は、多くの学生や一般消費者の来場もあり盛大に幕を閉じました。

　10月28日（水）〜 30日（金）の３日間にわたり、蚕糸会館及びジャパンシル
クセンター（東京都千代田区有楽町）にて丹後織物総合展「Ｔａｎｇｏ Ｆａｂｒｉｃ  
Ｍａｒｃｈｅ」を開催しました。（来場者　約200名）
　今回も「絲（いと）」をテーマに、「糸の個性×織りの技術」やデザインを
融合して製織したバラエティー豊かな素材などを合同出展し、商談を行うと
ともに総合産地をＰＲしました。
　アパレル、デザイナー、インテリア、流通業者などに対し、産地及び製造
業者の高度な技術力と商品力を幅広く提案し積極的な商談が展開されまし
た。一般来場者にも丹後織物をPRすることができました。
　来場者からは、「ちりめんの多様な分野への活用の場を見ることができて
良かった。ちりめんと言えばきものという固定観が変わりました」「インパク
トある素材を見ることができた」「今まで自分の知らなかった織技術に関し
て知識が持てた」など丹後産地へ向けたメッセージもいただきました。

　２０１６年版はＴＶなどで活躍中の「内藤理沙」さん・
「鹿沼憂妃」さん・「春輝」さん・「押田瑞穂」さんが
彩りを添え華やかにお届けします。
　サイズは２種類（ポスターサイズ・レギュラー
サイズ）と年賀はがきをご用意、組合本部及び中
央加工場・岩滝加工場・アミティ丹後にて販売（年
賀はがきは組合本部のみ）しています。在庫がな
くなり次第、販売終了いたしますので、お求めは
お早めにお願いします。

　来る１１月２５日・２６日、アジアNo.1の発信力を誇る日本発の国際繊維総合見本市「ＪＦＷ ＪＡＰＡＮ　
ＣＲＥＡＴＩＯＮ２０１６」が開催され、一般社団法人日本絹人繊織物工業会のブースに丹後織物工業組合と
して３社が出展します。是非お立ち寄りください。

出展業者：株式会社 大江、タカモトシルク 有限会社、有限会社 山政テキスタイル

［出展業者］㈱一色テキスタイル・㈱糸利・
㈱大江・コウジュササキ㈱・柴田織物・
創作工房糸あそび・民谷螺鈿㈱・田勇機業㈱・
宮眞㈱・安田織物㈱・由里機業場

〈お問い合せ〉丹後織物工業組合　総務１課　TEL：0772-68-5211　FAX：0772-68-5300　http://www.tanko.or.jp/  E-mail:tanko@tanko.or.jp

○ポスターサイズ
　「伝承〜受け継がれるちりめん」
  きものならではの彩り鮮やかな
装いとともに、丹後ちりめんの白
生地を背景に紹介。

（90cm×61cm）720円（税込）

○レギュラーサイズ
　「風彩美」
  動きのあるデザイン
で、躍動感のあるカレ
ンダーに仕上げました。
(75cm×34cm)
360円（税込）

○年賀はがき（私製はがき）
１枚 12円（税込）

デザインギャラリー 1953企画展

丹後織物総合展 Ｔａｎｇｏ  Ｆａｂｒｉｃ  Ｍａｒｃｈｅ 開催！

2016年丹後ちりめんカレンダー＆
　　　　年賀はがき好評販売中！！

丹後織物展覧会「Tango Twist－糸と織のリズム」開催

ＪＦＷ  ＪＡＰＡＮ  ＣＲＥＡＴＩＯＮ  ２０１６  Ａ／Ｗ 開催告知
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くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人

　
経
済
産
業
省
が
日
本
の
誇
る
べ
き
優
れ
た
地

方
産
品
を
発
掘
・
選
定
し
、
世
界
に
広
く
伝
え

て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ 

５
０
０
（
ザ
・
ワ
ン
ダ
ー
・
フ
ァ
イ
ブ
ハ
ン
ド
レ
ッ

ド
）』
に
ク
ス
カ
株
式
会
社
の
ネ
ク
タ
イ
『
Ｆ
ｒ
ｅ

ｓ
ｃ
ｏ 

Ｔ
ｉ
ｅ
（
フ
レ
ス
コ 

タ
イ
）』
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
今
回
、
そ
の
ネ
ク
タ
イ
を
製
作
さ
れ
た
代

表
取
締
役
の
楠
泰
彦
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　『
Ｔ
ｈ
ｅ 
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ 

５
０
０
』
は
、
経

済
産
業
省
が
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
事
業
と
し
て
、
日
本
が
誇
る
べ
き
優
れ

た
地
方
産
品
を
発
掘
・
選
定
し
、
海
外
に
広
く

伝
え
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。『
も
の
づ
く
り
』、

『
食
』、『
観
光
』
の
カ
テ
ゴ
リ
で
、
合
計
５
０
０

商
材
を
全
国

４７
都
道
府
県
よ
り
選
定
し
て
お
り

今
回
、『
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ 

Ｔ
ｉ
ｅ
』
が
「
も
の
づ
く
り
」

の
分
野
で
選
ば
れ
た
。『
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ 

Ｔ
ｉ
ｅ
』は
、

丹
後
ち
り
め
ん
で
培
っ
た
技
術
に
よ
り
手
織
り
で

作
ら
れ
た
絹
製
の
ネ
ク
タ
イ
で
、
絹
の
光
沢
と
手

織
り
な
ら
で
は
の
立
体
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
。

フ
レ
ス
コ
と
は
、
織
り
目
が
浮
い
て
見
え
る
さ
ら

り
と
し
た
感
触
の
織
物
の
こ
と
。

　
き
っ
か
け
は
、
地
方
産
品
の
発
掘
・
選
定
に

携
わ
っ
て
い
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
１
人
に
推
薦

し
て
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
。
選
ば
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
「
光
栄
に
思
い
ま
す
。
丹
後
ち
り
め
ん
の

技
術
や
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
選
ば
れ
た
と

思
っ
て
お
り
、
今
後
も
丹
後
か
ら
世
界
に
発
信

す
る
も
の
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。」

と
喜
び
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
選

定
さ
れ
た
産
品
は
、

す
で
に
国
内
各
地

で
の
セ
ミ
ナ
ー
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
、
海
外

クスカ株式会社　代表取締役　楠　泰彦さん（与謝野町岩屋）
丹後の技術を世界に発信

を
含
む
Ｐ
Ｒ
・
展
示
イ
ベ
ン
ト
な
ど
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　
楠
さ
ん
は

３０
歳
ま
で
東
京
で
建
設
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
丹
後
に

帰
郷
、
２
年
の
修
行
を
経
て

３２
歳
で
ク
ス
カ
株

式
会
社
の
３
代
目
と
し
て
代
表
取
締
役
に
就
任

し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。
創
業
は
昭
和
１１
年
で
、

ち
り
め
ん
製
造
販
売
業
を
開
始
し
、
昭
和

４６
年

に
ク
ス
カ
株
式
会
社
を
設
立
、
平
成

１０
年
に
大

量
生
産
で
は
な
く
こ
だ
わ
り
の
逸
品
を
作
る
た

め
手
織
り
機
を
導
入
、
楠
さ
ん
が
代
表
取
締
役

に
就
任
し
た
平
成

２０
年
に
は
力
織
機
を
全
て
撤

去
し
て
手
織
り
の
一
本
化
を
行
い
、
平
成

２２
年

に
『
伝
統
』『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』『
芸
術
』
の
３
つ

の
融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
し
い
ラ
イ
ン
と
し

て
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｋ
Ａ
（
ク
ス
カ
）
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。

「
現
在
、
自
家
工
場
内
に
は

２０
代
か
ら

６０
代
ま

で
の
９
人
の
織
り
手
さ
ん
が
従
事
し
て
お
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
向

け
の
和
装
用
の
白
生
地
や
シ
ョ
ー
ル
生
地
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
の
メ
ン
ズ
服
飾
雑
貨
、
主
に
ネ
ク

タ
イ
や
ス
ト
ー
ル
を
中
心
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
は
、
主
に
東
京
の
小
売
店
で
直

接
販
売
し
て
お
り
、
複
雑
な
流
通
は
通
し
て
い

ま
せ
ん
。」

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
１１
月
か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
の
国

際
線
２
０
０
便
で
ネ
ク
タ
イ
の
機
内
販
売
、

１２

月
に
京
都
・
烏
丸
三
条
で
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
展

開
す
る
と
い
う
。

　
最
後
に
「
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
、

丹
後
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　 

『
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ 

Ｔ
ｉ
ｅ
』
は
、
一
人
の
職
人

が
１
日
に
２
、３
本
程
度
し
か
織
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
だ
わ
り
の
逸
品
。
是
非
、
買
っ
て
お
試

し
く
だ
さ
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

ＩｎｔｒｏｄｕｃｅＩｎｔｒｏｄｕｃｅ
岩滝加工場原動・排水

組合職場訪問○29

業
務
で
気
を
付
け
て
い
る
点
は
…

安
全
と
確
実
な
作
業
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
こ
こ
が
止
ま
れ
ば
工

場
が
止
ま
る
の
で
、
安
全
に
工
場
が
動

く
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
で
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
対
外
的
に

も
影
響
す
る
の
で
、
と
に
か
く
確
認
は

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
技

術
は
あ
り
ま
す
か
？

当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
配
管
修
理
を
し
て
一
度
も
漏

ら
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
実
な

仕
事
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
何
を
し
て

い
ま
す
か
？

週
に
３
日
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
し

て
い
ま
す
。
町
の
大
会
で
は
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
に

上
手
く
な
い
で
す
。
下
手
の
横
好
き
で

す
。（
笑
）

　
後
、
考
古
学
に
興
味
が
あ
り
高
校
の

と
き
に
も
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
、
特
に
弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時
代

が
好
き
で
、
年
に
１
回
は
奈
良
に
勉
強

が
て
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
正
倉
院
展
に

は
３０
回
ぐ
ら
い
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
職
場
紹
介
は
、
岩
滝
加
工
場
で

２９
年

間
原
動
・
排
水
処
理
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る

西
村
正
浩
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
丁
寧
な
仕
事
に
定
評
の
あ
る
大
ベ

テ
ラ
ン
の
西
村
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

職
場
で
は
、
ど
ん
な
業
務
を
し

て
い
ま
す
か
。

主
に
ボ
イ
ラ
ー
と
排
水
処
理
設

備
の
運
転
を
し
て
い
ま
す
。
後

は
工
場
内
の
機
械
や
配
管
の
修
理
な

ど
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
い

ま
す
。

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
一
言
お

願
い
し
ま
す

初
め
は
中
央
加
工
場
で
６
年
半

ほ
ど
精
練
や
整
理
加
工
、
準

備
な
ど
経
験
し
、
岩
滝
加
工
場
へ
は
、

応
援
の
形
で
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。

す
る
と
原
動
に
い
た
方
が
退
職
さ
れ

て
欠
員
が
で
き
た
た
め
、
ど
う
だ
と

言
わ
れ
て
正
式
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、
免
許
も
持
っ
て
い
な

か
っ
た
し
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
の
で
、
何
も
分
か
ら
ず
苦
労
し
ま

し
た
。
こ
の
現
場
に
来
て
か
ら
、
ボ

イ
ラ
ー
技
士
や
公
害
防
止
管
理
者
（
水

質
・
大
気
関
係
）
な
ど
必
要
な
免
許

を
取
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
取
得
し
た
い
免
許
は
？

管
工
事
施
工
管
理
技
士
の
免
許

が
取
り
た
い
の
で
す
が
、
経
験

年
数
が
要
る
の
で
な
か
な
か
難
し
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

QQQ

QQQ

AAA

AAA



●茶カテキン（消臭）・セリシン（保湿）複合体を原料とする
　ボディ石けん。
●汗の臭い、加齢臭、生もの調理後のいやな臭いを
　減少させる効果があります。

きぬもよふ化粧品

京都・丹後の伝統
『丹後ちりめん』の絹から生まれた
絹セリシン配合商品ラインナップ

京都・丹後の伝統
『丹後ちりめん』の絹から生まれた
絹セリシン配合商品ラインナップ

京都・丹後の伝統
『丹後ちりめん』の絹から生まれた
絹セリシン配合商品ラインナップ

スキンソープ（洗顔ソープ）
スキンローション（化粧水）
エッセンスリッチ（美容液）
スキンクリーム（保湿クリーム）

●保湿効果が優れている
●外部刺激からお肌を守るバリア効果

ぜひ実感してください。

肌荒れが気になる季節になりました。
ここからがハンドクリームの
出番です！

スキンケア入浴液（乳白色の湯）
ボトル　　　500ml ／約20回分
つめかえ用　450ml ／約18回分

特　徴
＊お肌へのなじみが良い。
＊良く伸びる。
＊ベタつきが少ない。
＊手がすべすべに！

ボディ全体の乾燥による
カサカサ肌・粉ふき肌に！
荒れ性・お肌の弱い方に！

DUOX石けん

〈お問い合わせ先〉丹後織物工業組合　新規事業部　TEL0772－64－2871

スキンケア入浴液（乳白色の湯）
1回分（25ml）×4包入

（税抜）円500

まゆのお風呂
　 弔事用セット

きぬもよふハンドクリーム

まゆのお風呂

丹後地域の葬儀会社で
お取扱いしています。

好評発売中

絹セリ
シンのすばらしい効果絹セリ
シンのすばらしい効果絹セリ
シンのすばらしい効果絹セリ
シンのすばらしい効果

7
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8

　丹後の区域内で、絹織物に係る織布を家内労働者に委託する委託者は、丹後地区内に適用され
る最低工賃額以上の工賃を支払わなければなりません。
　詳しくは京都労働局、または労働基準監督署までお問い合わせください。

最低工賃を守りましょう！！

京都府最低賃金のお知らせ

●
機
屋
さ
ん
を
交
え
た
懇
談
会
で

の
お
話
。
産
地
の
最
盛
期
を
作
っ

た
大
手
の
機
屋
さ
ん
、
問
屋
さ
ん
の
多
く
が

丹
後
各
地
で
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

規
模
が
故
に
小
回
り
が
き
か
な
く
な
り
、
量

か
ら
質
へ
、
小
ロ
ッ
ト
短
納
期
と
転
換
す
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
の

も
要
因
の
一
つ
。
ピ
ー
ク
１
０
０
０
万
反
近

い
白
生
地
の
製
造
規
模
が
、

４０
年
を
経
て

４０
万
反
に
な
り
、
な
お
減
少
を
続
け
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
●
有
名
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進

化
論
で
は
、
今
日
生
き
長
ら
え
て
い
る
生
物

は
、
決
し
て
強
か
っ
た
と
か
知
能
が
高
く
て

残
っ
た
の
で
は
な
い
。
変
化
す
る
環
境
に
い

ち
早
く
対
応
し
た
生
物
が
結
果
と
し
て
種
を

繋
い
で
い
る
。
マ
ン
モ
ス
が
息
絶
え
、
今
ネ

ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
が
人
の
家
屋
で
生
命
を
謳

歌
し
て
い
る
。
●
進
化
論
に
な
ぞ
れ
ば
、
今

日
４０
万
反
を
生
産
す
る
機
業
は
変
化
す
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
時
代
に

逆
ら
う
こ
と
な
く
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
も
含
め
て

企
業
体
質
を
馴
化
さ
せ
て
き
た
と
も
い
え
る

が
、残
念
な
が
ら
再
び
増
殖
す
る
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
。
●
経
営
者
の
時
勢
判
断
の
目
線

と
し
て
「
虫
の
目
」「
鳥
の
目
」「
魚
の
目
」

の
対
応
が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
昨
今
世
の
中

の
動
き
は
そ
れ
だ
け
で
判
断
し
か
ね
る
ほ
ど

複
雑
、
複
合
的
で
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
お
り
、

企
業
経
営
者
も
大
変
に
な
っ
て
き
た
。
●
そ

れ
に
し
て
も
、
何
の
目
（
？
）
を
以
て
し
て

膨
張
を
続
け
る
彼
の
国
の
先
行
き
を
憂
う
の

は
、い
ら
ぬ
お
節
介
か
。
　
　
　
　
　
　 （
Ｍ
）

丹
語

丹
後
織
物
永
年
勤
続
従
業
員
を
表
彰

　
組
合
で
は
、
丹
後
機
業
の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
方
々
を
た
た
え
る
た
め
、
毎

年
丹
後
織
物
永
年
勤
続
従
業
員
の
表
彰
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
は
組
合
員
事
業
場
の

従
業
員
及
び
組
合
職
員
の
合
わ
せ
て

４１
名

の
方
々
に
対
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
特
に
永
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
方
に
、
優
良
従
業
員
と
し
て
一

般
社
団
法
人
日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
会
会

長
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

京都府最低賃金を18円引き上げ

必ずチェック  最低賃金！  使用者も、労働者も。

　京都府最低賃金 （地域別最低賃金）が平成27年10月７日
から18円引き上げて807円に改正されました。

　京都府内の使用者は、この金額より低い金額で労働者（パー
トタイマー・アルバイト等を含む）を使用することはできません。

　詳細は京都労働局労働基準部賃金室（電話０７５−２４１−３２１５）
又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

除　外　賃　金

最低賃金には次の賃金は算入されません
　①精・皆勤手当、通勤手当、家族手当
　②時間外・休日及び深夜手当
　③臨時に支払われる賃金
　④１か月を超える時間ごとに支払われる賃金

京都労働局

京都府
最低賃金 適用対象 現行 改正金額

時間額
京都府下の事業場で
働くすべての労働者
及びその使用者

789円 807円

一
般
社
団
法
人
日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
会

会
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
）

　
室
田
　
裕
子
　
氏
　
川
八
工
場 

　
大
下
　
清
和
　
氏
　
株
式
会
社
　
竹
林
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SEJ単動電子ジャカード windowsコントローラー搭載

ダイレクト・ジャカード ＣＧＳ２ Miniコントローラー搭載

M a d e  i n  J A P A N 電子ジャカードとして製織現場のご要望に
お応えいたします。要求仕様に合わせて2 0 0 口から8 0 0 0 口
までの針数に対応、これからの高品位製織を支えます
高機能Windows タッチパネルコントローラーを標準搭載しています
標準縦針負荷1000g/１本強化針仕様3000g/１本

ロッド駆動式電子ジャカード S E J - 1 3 4 4 , S E J R O D 1 6 x 8 4　両口平行開口
チェーン、シャフト駆動電子ジャカード S E J - 1 3 4 4 , S E J - 2 6 8 8 , S E J - 4 0 3 2 , S E J - 8 0 6 4　両口傾斜・平行開口
その他　織ネーム織機B S L 用電子ジャカード　経編み機用電子ジャカード他

佐和染織工芸の伝統と技術の継承
これまでに国内１万台以上の実績国内ダイレクトジャカードのスタンダードです

エイチ・ケイ・サムテックは紋織りジャカード装置を通じて製織現場の信頼性を支え続けてまいります
製品のお問い合わせ先
丹後地区代理店
梅 田 機 料 品 店 京丹後市網野町浜詰678-29 ℡ 0772-74-0616
小　牧　機　料　店 与謝郡与謝野町算所463 ℡ 0772-43-1121
丹後ダイレクトサービス 与謝郡与謝野町幾地1652 ℡ 0772-42-4413
ダ イ レ クト・今 井 与謝郡与謝野町石川2324 ℡ 0772-42-4445
フナト機工有限会社 京丹後市網野町浜詰678-33 ℡ 0772-74-0347

S E J 単動電子ジャカードの主な製品仕様・タイプ

現在も佐和式ダイレクトジャカードを製造する国内唯一のメーカーです。
西陣ピッチ・桐生ピッチ・エンドレスピッチの各社メカジャカードに対
応します。C G S 2 フォーマットM i n i コントローラーを標準搭載
高機能Windowsコントローラー対応今までに培われた豊富な経験と信
頼性で西陣織、和装、タオル、インテリア等の生産現場を支えます

西陣ピッチ 縦カセット４００口、６００口、９００口、１２００口 桐生ピッチ一体型１０００口
エンドレスピッチ ８９６口、１３４４口、１７９２口、村田ＭＺ、村田ＭＯ、山田Ｖ２５０、ストーブリＣＲ５００、マイヤーＨＪ&ＳＪ等

ダイレクト・ジャカードの主な製品仕様・タイプ

S E J - 3 0 7 2

高速ｴﾝﾄ゙ ﾚｽﾀｲﾌﾟ　1344ﾛ300rpmMAX

製 造 元
有限会社エイチ・ケイ・サムテック　　岡山県美作市北山1001　℡ 0868-73-6166
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0

　2020年、丹後産地は『丹後ちりめん創業300年』の記念すべき年を迎え
ます。先人達の弛まぬ努力により今日の丹後産地が築き上げられました。
　技術は人から人へと受け継がれてきましたが、歴史を伝える多くの史料
は昭和2年3月7日、丹後地域を襲った丹後大震災により焼失し、さらに転
廃業による貴重な史料の処分が危惧されています。
組合では丹後ちりめん創業300年を迎えるにあたり、こうした史料を収集・
保存し、現代にその偉功を伝え次世代へ伝承させていくと同時に、機会を
みて広く一般に公開することで改めて丹後産地の歴史、技術力の高さを再
認識していただくべく、このたび組合員の皆さまに史料の提供を呼びかけ
ることにいたしました。
　つきましては、江戸時代（あるいはそれ以前）から昭和30年代にかけて
使用されていた準備機械・道具類・備品、反物など製織品・着物、古文書、
台帳、写真などを所蔵しておられ、組合へご恵贈いただける方は総務1課
総務係までご連絡いただきますようお願いいたします。丹後織物の産業遺
産として大切に保管させていただきます。なお、史料の保存状態などを確
認させていただき、ご恵贈をお断りする場合もありますがご容赦ください。
　また、寄贈はできないが貴重な史料を持っているなどの情報提供も併せ
てお願い申し上げます。
　その他、詳細は下記へお問い合わせください。

丹後織物の産業遺産を次世代へ丹後織物の産業遺産を次世代へ

丹後産地を支えた
　貴重な史料をご恵贈ください
丹後産地を支えた
　貴重な史料をご恵贈ください
丹後産地を支えた
　貴重な史料をご恵贈ください

Ａ①フロッピーディスク
　　3.5インチ
　②マクセル　他

　③新品

　④10枚　1,000円

Ｂ①電動しずけん
　②三宅機料

　③程度中

　④相談の上

Ｃ①紋処理用パソコン
　②NEC PC-9801・9821

　④相談の上

Ｄ①外付けフロッピードライブ
　　3.5インチ
　②LFD-31U4

　③程度中

　④10,000円

売　り　ま　す

売ります 買います売ります 買います
お問い合わせは渉外係まで【渉外係 0 7 7 2 －6 8 －5 3 0 7 】

①物品名
②メーカー　
③使用程度
④希望価格

○
１０
月
は
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
毎
土
・

日
曜
日
が
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
が
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
１８
日
に
開
催
し
た
「
き
も
の
ま
つ
り
」
も
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
皆
様
の
笑
顔
を
拝
見
で
き
た
こ
と
、
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
年
々
参
加
者
が
増
え
、
ま
だ
ま
だ
き
も

の
フ
ァ
ン
は
多
く
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
き
も
の
業
界

の
好
転
に
期
待
が
持
て
そ
う
な
良
い
一
日
で
し
た
。
　
　
　

 

　（Ｍ
Ｕ
）

編
集
後
記

Ｅ①ダイレクト用フロッピー
　　ドライブ　3.5インチ
　②佐和・カヤバ

　③程度中　

　④8,000円

Ｆ①ダイレクト用フロッピー
　　ドライブ　8インチ
　②㈪佐和・カヤバ

　③中古

　④相談の上

【連絡・お問い合わせ先】
丹工本部　総務1課 総務係（担当：安田）　TEL 0772-68-5211
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